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特定非営利活動法人あしや NPO センター 
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実施報告 

１ 事 業 名：夏休み！わくわくスペシャル  

２ 実 施 日：平成 30 年８月６日（月）～10 日（金）5日間 

３ 担  当：出口 

４ 参加者数：子ども 184 人 11 団体 48 人 

５ 参加団体：資料①参照  

７ プログラム：11 コマ（プログラム参照） 

８ 振り返り 

【プログラム】 

・昨年実施した団体が多かったため、団体主体で企画の打ち合わせができた。 

・プログラム実施団体のメンバーが 1人であったため、フォローが必要な子どもにつく

ことができず、センター職員がカバーする場面があった。 

・中学生の茶道体験は両校とも、人にものを伝えることで自分たちが改めて学ぶことが

できた。 

・参加者は 1週間に複数日参加している子が多く顔見知りになり、学校を超えた友だち

ができ、ふれあいカフェでゆっくり話をしている姿が見られた。 

・満員になるプログラムと応募が全くないプログラムがはっきりしていた。夏休みの宿

題になるものは人気があり、学びになるものはあまり人気がない傾向にあった。 

 

【ふれあいカフェボランティア】 

・メニューの見え方、集客の方法などを話し合い、アイデアを出し合って、良いカフェ

にする努力を自分たちで考えることができ、ボランティアへのやる気と意欲を感じた。 

・学校も学年も違うグループでボランティアをすることで、子どもたちの交流の場にな

った。 

・ボランティアに応募せず、実際のボランティアの様子をみて興味を持ち「やりたい」

という子が多かった。やらせたい保護者も多かった。 

・当日プログラムがない子が数名、ふれあいカフェに遊びにきてくれた。子どもたちの

居場所づくりになっていた。 

 

 

 



（3）改善点 

【実施団体】アンケート原文のまま記載 

・参加者が少なかったので、来年は無料で実施したい。（精道中茶道部） 

・定員 20 人にしていたが 8人だったので、少ないなあと思いましたが意外に一人一人

に手がかかりました。人数がもう少しいた方がいいと思いますが、こちら側の体制を

考えないとと思いました。（遊遊） 

・来年は補助スタッフを探して充実した指導に取り組みたい。（一粒の会） 

・講座の内容について検討する必要があると思った。子どもにとって興味を引くもので

はないと思った。（日本現代作法会芦屋支部） 

・昨年も来てくれた子がいたので、次回は内容をバージョンアップさせたい。（コープ

こうべ） 

 

【ふれあいカフェボランティア】 

・もう少し広いスペースがいい。 

・ジュースの飲めない赤ちゃんには赤ちゃん用のコップを渡せたらいい。 

・子どもも 50 円ぐらいしたら、もっと売り上げがでると思う。 

・もっと（長い時間）やりたかった。 

・子どもは 10 円だったらいいとおもいます。 

・たくさんきてくれてうれしかった。 

・はずかしがらずにすぐ行く。 

・きてくれたお客さんに「ありがとう」をいうのをわすれていたから次回はいいたい。 

・一人じゃはずかしくてできないと思うけどみんなといっしょならすごく楽しかった。 

・もっとイスをふやしたほうがよい。 

・みんなでもう一回ボランティアをしたい。 

 

【担当者】 

・新たな団体にプログラムを依頼し内容を一部変更しようとしていたが、昨年実施した

団体より希望があったため毎月実施しているふれあいカフェをお願いしたが、結局 2

つプログラムが増えてしまった。 

・団体との打ち合わせはほぼスムーズに行うことができた。 

・広報は団体でもすることになっていたが、出来ていない団体もいた。リードあしやが

広報をすると思っていた団体があった。次回は強調して説明をする。 

・事業自体人気が高く、受付開始前から問い合わせがあった。 

・プログラムにイメージ写真（工作ならば完成品）を掲載していたので、子どもたちに

も何をするかが良くわかったという声があった。 

・今回初めてボランティア体験を実施したが、予想外に関心が高かった。体験中の子ど

もたちの顔はいきいきとしてとても楽しそうだった。次年度はその気持ちを続けてい

けるような企画を考えたい。 



・応募していない子が実際のボランティアをみてやりたいと興味を示したがカフェの体

験ではなく、宣伝や案内のお手伝いをしてもらった。 

・参加者とのふりかえりで、売り上げはどのように使うかということをわかりやすく伝

えた。次の日からは前日話を聞いた子が、次の子に伝えてくれた。次回説明する資料

を用意し、家庭でもふりかえることができるようにしたい。 

 

以上 

  



【当日の様子】 

8 月 6 日（月） 1 日目 

 

 

 

 

 

 

8 月 7 日（火） 2 日目 

 

 

 

わくわく茶道教室 芦屋市立精道中学校 夏休み感想文教室① 一粒の会 

打ち水 あしやエコクラブ 

作って、遊ぼう ぶんぶんごま！ 遊遊 粘土の夏モチーフでフォトフレームを作ろう！ 

R＆ashiya 

 



8 月 8 日（水） 3 日目 

 

 

 

8 月 9 日（木） 4 日目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トトロの折り紙絵本を作ろう！ トミ＆ヨシ 夏休み感想文教室② 一粒の会 

お友だちのお家にまねかれたら？ 

日本現代作法会 芦屋支部 

お笑い子ども英会話 

芦屋市障害者福祉協会 

茶道を体験してみよう 芦屋市立山手中学校 



8 月 10 日（金） 5 日目 

 

 

 

 

 

ふれあいカフェボランティア体験 

 

 

 

さぁ、お絵描きだ。全員集合！ 

～夏休みの絵を描こう！～ 

こころのアトリエ・ハーティスト 

ゲームで学ぶ防災 

～もしも地震がきたら「食べ物編」 

コープこうべ第 2 地区活動本部 

防災仲間づくりの会 


